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②令和４年度施政方針
⑥令和４年度当初予算
⑧新型コロナワクチン接種関係
⑨かまいしエール券の事業者募集　他
⑩震災から 11 年
⑫市民のひろば　他
⑬まちのお知らせ
⑯保健だより
⑱かまいし春まつりの開催　他

も く じ

ともだち100人できるかな？
　日に日に暖かさが増し、春の訪れを感じる中、４月６日、７日に市内９つの小
学校で入学式が行われ、169人の新１年生が新たな道へ一歩踏み出しました。双
葉小には 21人の新入生が入学しました。及川美香子校長が「朝ごはん、あいさつ、
安全の３つの “あ” を思い出して生活しましょう」と呼びかけると、新１年生は緊
張が入り混じった表情ながらも、大きな声で返事をし、これから始まる学校生活
への希望に胸を弾ませました。



は
じ
め
に

　
令
和
３
年
３
月
、
新
た
な
ま
ち
づ
く
り

の
指
針
と
な
る
第
六
次
釜
石
市
総
合
計
画

（
以
下
、
総
合
計
画
）
を
策
定
し
ま
し
た
。

こ
の
施
政
方
針
演
述
で
は
、
総
合
計
画
に

沿
っ
て
市
政
運
営
の
所
信
を
申
し
述
べ
ま

す
。復

興
の
完
遂
に
向
け
て

　
令
和
３
年
９
月
に
上
平
田
の
水
門
工
事

が
完
了
し
、復
興
交
付
金
で
行
う
事
業
は
、

全
て
完
了
し
ま
し
た
。

　
今
後
は
、最
後
の「
復
興
ま
ち
づ
く
り
協

議
会・
地
権
者
連
絡
会
」を
開
催
し
、課
題

な
ど
に
つ
い
て
皆
様
の
意
見
を
伺
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
自
立
再
建
が
ま
だ
完
了
し
て

い
な
い
方
へ
の
支
援
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

再
建
、
高
齢
化
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

を
考
慮
し
た
活
動
内
容
へ
の
見
直
し
、
見

守
り
体
制
の
構
築
や
心
の
ケ
ア
な
ど
、
被

災
者
に
寄
り
添
っ
た
支
援
を
引
き
続
き
行

い
ま
す
。

◦
避
難
道
路
整
備
事
業
…
２
，０
０
０
万
円

◦
東
日
本
大
震
災
検
証
事
業
…
１
，１
０
０
万
円

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

　
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
３
回
目
と
な

る
追
加
接
種
を
終
え
ら
れ
る
よ
う
、
最
大

限
努
力
し
ま
す
。

　
ま
た
、感
染
症
の
影
響
が
長
期
化
し
、地

持
や
今
後
の
あ
り
方
な
ど
が
課
題
で
あ

り
、
持
続
可
能
な
交
通
体
系
の
構
築
に
向

け
た
取
り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

◦�

支
線
部
バ
ス
に
１
日
１
往
復
の
教
育
セ

ン
タ
ー
へ
の
直
通
便
を
設
け
る
と
と
も

に
、
支
線
部
バ
ス
の
維
持
、
強
化
に
努

め
ま
す
…
支
線
化
バ
ス
運
行
事
業
４
，

６
９
７
万
円

◦�

幹
線
部
バ
ス
の
持
続
性
向
上
に
努
め
ま

す
…
路
線
バ
ス
運
行
維
持
事
業
１
，

３
５
９
万
円

人
材
育
成
と
産
業
の
振
興

�

　
総
事
業
費
…
９
億
７
７
１
万
円

　
地
域
事
業
者
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
売
り

上
げ
の
減
少
に
加
え
、
事
業
承
継
な
ど
、

持
続
的
な
経
営
を
行
う
上
で
さ
ま
ざ
ま
な

課
題
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、高
卒
、大
卒
、女
性
、Ｕ・Ｉ
タ
ー

ン
者
な
ど
多
様
な
人
材
が
活
躍
で
き
る
雇

用
の
場
の
創
出
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
水
産
業
、
農
林
業
な
ど
第
一
次
産
業
で

は
、
水
産
資
源
の
減
少
に
よ
る
水
揚
量
の

縮
小
、
従
事
者
の
高
齢
化
に
よ
る
担
い
手

不
足
な
ど
の
課
題
が
あ
り
ま
す
。

◦�

釜
石
・
大
槌
地
域
産
業
育
成
セ
ン
タ
ー

が
行
う
、
業
種
・
職
種
・
階
層
・
取
扱

製
品
ご
と
の
個
別
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た

支
援
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
ま
す
…
地
域

産
業
育
成
事
業
９
２
１
万
円

◦�

起
業
創
業
を
支
援
す
る
補
助
制
度
の
創

向
け
て
、
準
備
を
進
め
ま
す
…
高
等
教

育
機
関
設
置
事
業
（
教
育
セ
ン
タ
ー
改

修
設
計
委
託
料
）
２
，７
０
０
万
円

健
康
寿
命
日
本
一
へ
の
ト
ラ
イ

　

�

総
事
業
費
…
１
億
２
，１
９
２
万
円

　
当
市
の
平
均
寿
命
は
、
県
内
14
市
の
中

で
ワ
ー
ス
ト
１
位
で
す
。
脳
血
管
疾
患
、

が
ん
お
よ
び
心
疾
患
の
三
大
疾
病
の
年
齢

調
整
死
亡
率
も
高
い
状
況
で
、
各
種
健
康

課
題
へ
の
対
応
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◦�

早
期
発
見
、
早
期
治
療
、
受
診
率
の
向

上
に
つ
な
が
る
よ
う
各
職
場
へ
ア
プ

ロ
ー
チ
し
、
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
む

事
業
者
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
運
動

習
慣
の
定
着
に
向
け
た
取
り
組
み
を
市

内
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
と
連
携
し
て
行
い

ま
す
…
健
康
寿
命
日
本
一
は
じ
め
の
一

歩
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
７
４
５
万
円

◦�

現
行
の「
健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ
ポ
イ
ン
ト
」

を
見
直
し
、
市
の
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
の

参
加
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
の
ポ
イ
ン

ト
獲
得
を
可
能
に
す
る
な
ど
、
働
き
世

代
が
参
加
し
や
す
い
環
境
を
つ
く
り
ま

す
…
み
ん
な
の
健
康
づ
く
り
応
援
事
業

～
か
ま
い
し
健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ
ポ
イ
ン

ト
～
４
１
５
万
円

持
続
可
能
な
交
通
体
系
の
構
築

　

�

総
事
業
費
…
７
，９
８
０
万
円

　
少
子
高
齢
化
が
進
む
中
で
、
高
齢
者
の

交
通
手
段
の
確
保
と
地
域
公
共
交
通
の
維

域
の
産
業
経
済
活
動
が
停
滞
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、引
き
続
き
事
業
者
支
援
に
努
め
、

産
業
経
済
活
動
の
回
復
に
取
り
組
み
ま
す
。

◦�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
予
防
接

種
事
業
…
１
億
９
，３
０
０
万
円

◦�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
か
ま
い

し
エ
ー
ル
券
事
業
…
１
億
１
，５
０
０
万
円

防
災
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

�

　
総
事
業
費
…
６
億
３
，４
１
２
万
円

　
切
迫
性
が
危
惧
さ
れ
て
い
る
「
日
本
海

溝
・
千
島
海
溝
沿
い
の
巨
大
地
震
」
や
、

全
国
各
地
で
豪
雨
災
害
が
頻
発
、
激
甚
化

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

自
然
災
害
へ
の
備
え
を
進
め
ま
す
。

◦�

自
主
防
災
組
織
育
成
助
成
事
業
補
助
金

を
見
直
し
、既
存
組
織
の
活
動
活
性
化
、

新
た
な
自
主
防
災
組
織
の
結
成
を
推
進

し
ま
す
…
自
主
防
災
組
織
育
成
助
成
事

業
補
助
金
２
０
０
万
円

◦�

避
難
行
動
要
支
援
者
の
個
別
支
援
計
画

の
策
定
に
継
続
し
て
取
り
組
み
、
災
害

時
の
支
援
体
制
整
備
に
努
め
ま
す
…
避

難
行
動
要
支
援
者
避
難
支
援
対
策
事
業

７
０
０
万
円

令
和
4
年
度
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

と
主
な
取
り
組
み�

人
口
減
対
策

　

�

総
事
業
費
…
３
億
４
，４
４
７
万
円

設
な
ど
、
起
業
し
や
す
い
環
境
を
作
り

ま
す
…
起
業
挑
戦
サ
ポ
ー
ト
事
業

５
０
０
万
円

◦�

テ
レ
ワ
ー
ク
や
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

に
対
応
し
た
新
た
な
産
業
や
企
業
の
誘

致
を
推
進
し
ま
す
…
企
業
誘
致
推
進
事

業
１
７
３
万
円

◦�

サ
ク
ラ
マ
ス
・
ギ
ン
ザ
ケ
の
養
殖
を
行

う
魚
類
養
殖
事
業
を
推
進
し
、
さ
か
な

の
ま
ち
釜
石
の
活
性
化
に
取
り
組
み
ま

す
…
さ
か
な
の
ま
ち
活
性
化
事
業
１
，

４
７
６
万
円

◦�

甲
子
柿
の
品
質
や
生
産
量
の
向
上
、
販

路
の
拡
大
に
向
け
取
り
組
み
ま
す
。
地

産
地
消
の
推
進
、
新
た
な
地
域
振
興
作

物
の
普
及
拡
大
な
ど
釜
石
型
農
業
の
確

立
を
目
指
し
ま
す
…
釜
石
型
農
業
推
進

事
業
１
７
６
万
円

学
び
の
多
様
性
の
実
現
に
向
け
て

�

　
総
事
業
費
…
１
億
２
，０
５
９
万
円

　
子
ど
も
た
ち
の
郷
土
愛
を
醸
成
し
、
当

　
人
口
減
少
は
、
生
産
活
動
の
縮
小
に
よ

る
地
域
内
活
力
の
低
下
や
税
収
の
減
少
に

よ
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
な
ど
広
範
囲

か
つ
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
た
め
、
人
口

減
対
策
と
し
て
、
少
子
化
対
策
お
よ
び
移

住
定
住
施
策
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

◦�

子
育
て
世
代
の
女
性
を
対
象
に
、
空
き

家
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
、
子
ど
も
を

連
れ
て
仕
事
が
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
の
整

備
や
、
子
育
て
マ
マ
さ
ん
の
キ
ャ
リ
ア

ア
ッ
プ
支
援
な
ど
を
行
い
ま
す
…
働
く

マ
マ
さ
ん
応
援
事
業
２
５
０
万
円

◦�

釜
石
市
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー

ン
補
助
金
を
拡
充
す
る
な
ど
子
育
て
世

帯
を
重
点
的
に
支
援
す
る
と
と
も
に
、

暮
ら
す
場
所
・
働
く
場
所
に
選
ば
れ
る

ま
ち
を
目
指
し
、
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
か
ま

い
し
と
連
携
し
て
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
を
推

進
し
ま
す
…
定
住
推
進
事
業
２
，

９
７
５
万
円

◦�

市
教
育
セ
ン
タ
ー
を
候
補
施
設
に
、
専

門
学
校
の
令
和
５
年
度
以
降
の
開
校
に

市
の
発
展
を
支
え
る
人
材
を
育
成
す
る
と

と
も
に
、
全
て
の
人
が
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ

に
応
じ
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
環
境
構
築

に
取
り
組
み
ま
す
。

◦�

各
学
校
に
学
校
運
営
協
議
会
を
設
置

し
、
保
護
者
や
地
域
の
皆
さ
ん
が
学
校

経
営
に
参
画
す
る
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
」
を
推
進
し
ま
す
…
か
ま
い

し
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
推
進
事
業

２
１
０
万
円

◦�

ラ
グ
ビ
ー
の
ま
ち
の
歴
史
や
ラ
グ
ビ
ー

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
レ
ガ
シ
ー
を
未
来

に
継
承
し
ま
す
…
釜
石
ラ
グ
ビ
ー
レ
ガ

シ
ー
継
承
事
業
２
７
１
万
円

◦�

橋
野
鉄
鉱
山
お
よ
び
関
連
す
る
施
設
の

見
学
、
鉄
に
関
す
る
体
験
学
習
、
郷
土

芸
能
へ
の
参
加
な
ど
に
よ
り
、
郷
土
へ

の
理
解
を
深
め
、誇
り
と
愛
着
を
育
み
、

歴
史
や
文
化
の
継
承
に
取
り
組
み
ま
す

…
橋
野
高
炉
跡
修
復
・
公
開
活
用
事
業

３
，３
７
２
万
円
、
鉄
づ
く
り
体
験
事

業
２
１
１
万
円

施 政 方 針
令和４年度

　令和４年３月市議会定例会で、野田市長が 1年間の方針を
述べる令和 4年度市施政方針演述を行いました。ここでは、
その内容の要旨を主な事業とともにお知らせします。
※金額は令和 4年度予算

サクラマスの水揚げ

鉄づくり体験 専門学校の開校が予定される
市教育センター

広報かまいし広報かまいし 23 2022.4.152022.4.15



お
け
る
防
災
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
を
進
め

ま
す

◦�

消
防
団
員
報
酬
を
増
額
し
処
遇
改
善
を

図
る
と
と
も
に
、
消
防
車
両
な
ど
の
装

備
充
実
や
活
動
環
境
改
善
な
ど
、
団
員

の
増
加
に
取
り
組
み
ま
す

多
重
防
御
に
よ
る
防
災
・
減
災
対
策

◦�

新
た
な
津
波
浸
水
想
定
に
伴
う
避
難
場

所
の
見
直
し
、
防
災
資
機
材
の
更
新
を

進
め
、
避
難
環
境
の
体
制
整
備
を
推
進

し
ま
す

◦�

防
災
行
政
無
線
局
の
サ
ー
バ
ー
機
器
の

更
新
整
備
、
戸
別
受
信
機
の
整
備
に
よ

る
難
聴
対
策
、
モ
バ
イ
ル
メ
ー
ル
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
媒
体
を
通
じ
た
情
報
の
提

供
に
努
め
ま
す

◦�

災
害
対
策
本
部
の
充
実
・
見
直
し
を
図

る
他
、
訓
練
な
ど
に
よ
る
災
害
対
策
本

部
の
実
行
体
制
の
強
化
に
努
め
ま
す

計
画
の
推
進

全
市
民
参
加
で
つ
く
る
ま
ち

支
援
を
行
い
ま
す

◦�「
在
宅
医
療
連
携
拠
点
チ
ー
ム
か
ま
い

し
」
の
取
り
組
み
を
推
進
し
、
医
療
と

介
護
の
連
携
を
強
化
し
ま
す

◦�

ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
適
切
な
障
が
い
福
祉

サ
ー
ビ
ス
を
調
整
す
る
相
談
支
援
事
業

を
充
実
し
ま
す

人
と
自
然
が
共
存
し

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

快
適
に
暮
ら
し
自
然
と
共
存
す
る
ま
ち
づ

く
り

◦�

脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
て
取
り
組

み
ま
す

快
適
で
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

◦�
街
灯
の
設
置
や
維
持
管
理
へ
の
支
援

や
、
空
き
家
の
適
正
管
理
を
行
い
、
生

活
環
境
の
保
全
に
努
め
ま
す

生
活
基
盤
が
充
実
し
た
ま
ち
づ
く
り

◦�

生
活
イ
ン
フ
ラ
の
長
寿
命
化
対
策
、
適

切
な
維
持
管
理
に
努
め
ま
す

◦�

支
障
木
の
伐
採
は
、
緊
急
的
に
実
施
す

べ
き
箇
所
を
選
定
し
対
応
し
ま
す

未
来
を
つ
く
る
人
と
産
業
が
育
つ
ま
ち

商
工
業
の
振
興
と
新
た
な
産
業
の
創
出

◦�

市
内
事
業
者
の
事
業
計
画
の
策
定
・
実

行
支
援
や
事
業
継
続
支
援
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、
技
術
の
高
度
化
や
生
産
性

の
向
上
を
推
進
し
、
地
域
経
済
の
活
性

化
に
つ
な
げ
ま
す

◦�

主
力
産
業
の
事
業
拡
大
や
新
規
事
業
展

グ
ビ
ー
の
聖
地
化
、
地
域
産
業
の
振
興

に
取
り
組
み
ま
す

歴
史
・
文
化
・
芸
術
文
化
の
振
興

◦�

鉄
の
検
定
や
市
内
中
学
生
を
対
象
と
し

た
鉄
づ
く
り
体
験
、
企
画
展
な
ど
を
通

じ
て
歴
史
や
文
化
へ
の
理
解
を
深
め
る

機
会
を
提
供
し
ま
す

◦�

国
史
跡
の
屋
形
遺
跡
に
関
す
る
調
査
・

整
備
計
画
の
策
定
を
進
め
ま
す

◦�「
橋
野
鉄
鉱
山
の
保
存
・
整
備
・
活
用

に
関
す
る
計
画
」
に
基
づ
き
、
遺
跡
の

保
全
や
修
復
・
整
備
を
し
ま
す

◦�

国
や
関
係
自
治
体
と
連
携
し
、
橋
野
鉄

鉱
山
の
世
界
遺
産
価
値
の
理
解
増
進
に

取
り
組
み
ま
す

◦�

釜
石
市
民
芸
術
文
化
祭
の
開
催
や
、市

内
芸
術
文
化
団
体
の
活
動
を
支
援
し
ま

す過
去
に
学
び
み
ん
な
が
命
を
守
れ
る
ま
ち

防
災
意
識
の
向
上

◦�

防
災
出
前
講
座
、
避
難
訓
練
、
防
災
学

習
な
ど
を
行
い
、
防
災
意
識
の
醸
成
に

努
め
ま
す

◦�

釜
石
市
震
災
誌
（
仮
称
）
の
作
成
を
通

じ
、
発
災
、
復
旧
、
復
興
の
各
段
階
の

教
訓
が
生
か
さ
れ
る
よ
う
情
報
発
信
し

ま
す

地
域
防
災
力
の
向
上

◦�

既
存
自
主
防
災
組
織
の
活
動
支
援
、
組

織
率
向
上
を
推
進
し
ま
す

◦�

防
災
士
養
成
講
座
を
開
催
し
、
地
域
に

総
合
計
画
の
基
本
目
標
ご
と
の
施
策

あ
ら
ゆ
る
人
の
幸
せ
を

み
ん
な
で
考
え
つ
く
る
ま
ち

地
域
で
支
え
、
子
ど
も
が
安
心
し
て
生
活

で
き
る
ま
ち
づ
く
り

◦�「
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」

の
相
談
機
能
の
充
実
、
市
内
に
５
つ
あ

る
「
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
」
間
の
連

携
強
化
に
努
め
ま
す

◦�

子
ど
も
の
遊
び
場
に
つ
い
て
、
公
園
に

関
す
る
情
報
発
信
に
努
め
、
老
朽
化
し

た
施
設
の
改
修
整
備
を
計
画
的
に
行
い

ま
す

◦�

妊
娠
・
出
産
・
育
児
の
経
済
負
担
軽
減

を
図
る
た
め
、
給
付
内
容
の
拡
充
を
行

い
ま
す

み
ん
な
で
健
康
に
な
れ
る
ま
ち
づ
く
り

◦�

高
齢
者
の
生
活
習
慣
病
予
防
に
向
け
、

保
健
事
業
と
介
護
予
防
を
一
体
化
さ
せ

取
り
組
み
ま
す

◦�

切
れ
目
の
な
い
地
域
医
療
体
制
の
構
築

に
努
め
、
県
立
釜
石
病
院
の
機
能
強
化

に
向
け
、要
望
活
動
な
ど
を
展
開
し
ま
す

共
に
見
守
り
支
え
合
い
、
包
括
的
支
援
に

よ
る
ま
ち
づ
く
り

◦�

支
援
を
必
要
と
す
る
す
べ
て
の
市
民
に

対
し
て
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ

る「
釜
石
版
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」

の
さ
ら
な
る
充
実
を
図
り
ま
す

◦�

孤
立
が
懸
念
さ
れ
る
独
り
暮
ら
し
高
齢

者
の
生
活
状
況
把
握
に
努
め
、
必
要
な

◦�

協
働
で
地
域
課
題
を
解
決
す
る
住
民
主

体
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
に
向
け
、
地
域

会
議
と
の
連
携
を
一
層
強
化
し
ま
す

◦�

各
種
媒
体
を
用
い
て
市
政
情
報
を
発
信

す
る
と
と
も
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
ア

イ
デ
ア
を
募
る
「D

デ

シ

デ

ィ

ム

ecidim

」
シ
ス

テ
ム
の
活
用
な
ど
、
よ
り
多
く
の
市
民

の
声
を
施
策
に
反
映
し
ま
す

多
様
な
連
携
と
交
流
に
よ
る
ま
ち

◦�

人
材
還
流
に
よ
る
地
場
企
業
の
成
長
支

援
や
地
域
課
題
の
解
決
を
図
る
「
ま
ち

の
人
事
部
機
能
」
を
推
進
し
ま
す

◦�

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進
や
企
業
版
ふ

る
さ
と
納
税
を
通
じ
、
つ
な
が
り
人
口

の
創
出
お
よ
び
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
推
進
に
取

り
組
み
ま
す

◦�

外
国
人
市
民
な
ど
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
よ
う
取
り
組
み
ま
す

◦�

中
学
生
海
外
体
験
学
習
や
外
国
語
会
話

講
座
な
ど
を
実
施
し
、
国
際
化
に
貢
献

で
き
る
人
材
の
育
成
に
努
め
ま
す

効
率
的
・
安
定
的
な
行
財
政
運
営
が
で
き

る
ま
ち

◦�

釜
石
市
Ｄ
Ｘ
基
本
計
画
に
基
づ
き
、
市

民
の
豊
か
な
生
活
の
実
現
に
つ
な
げ
ら

れ
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す

◦�

ふ
る
さ
と
納
税
は
、
リ
ピ
ー
タ
ー
の
獲

得
や
魅
力
あ
る
返
礼
品
の
開
発
に
努

め
、
釜
石
を
応
援
し
て
く
れ
る
寄
附
者

と
の
さ
ら
な
る
関
係
構
築
に
取
り
組
み

ま
す

開
を
支
援
し
、
さ
ら
な
る
雇
用
の
場
の

創
出
と
産
業
の
集
積
に
努
め
ま
す

釜
石
港
の
流
通
拠
点
化

◦�

Ｒ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
船
定
期
航
路
開
設
を
目
指
す

と
と
も
に
、
釜
石
港
の
さ
ら
な
る
流
通

拠
点
化
を
進
め
ま
す

水
産
・
農
林
業
の
振
興

◦�

大
型
漁
船
の
誘
致
に
努
め
、
地
元
漁
船

に
よ
る
水
揚
げ
が
行
わ
れ
る
よ
う
取
り

組
み
ま
す

◦�

漁
場
の
維
持
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、磯

焼
け
対
策
事
業
へ
の
支
援
を
行
い
ま
す

農
業
の
振
興

◦�

農
業
を
総
合
的
に
振
興
す
る
た
め
の
支

援
策
を
講
じ
る
他
、
市
民
農
園
の
開
設

や
定
年
就
農
な
ど
を
見
据
え
た
担
い
手

の
確
保
に
取
り
組
み
ま
す

◦�「
デ
ィ
ー
ニ
ュ
・
レ
・
バ
ン
ラ
ベ
ン
ダ
ー

観
光
農
園
」
開
設
に
取
り
組
み
ま
す

畜
産
業
の
振
興

◦�

養
鶏
農
場
の
操
業
開
始
に
向
け
た
計
画

を
支
援
し
ま
す

林
業
の
振
興

◦�「
森
林
経
営
管
理
制
度
」に
基
づ
き
、地
域

林
業
の
活
性
化
に
向
け
取
り
組
み
ま
す

◦�

森
林
保
全
意
識
の
啓
発
と
担
い
手
の
確

保
に
取
り
組
み
ま
す

鳥
獣
害
対
策

◦�

狩
猟
や
有
害
捕
獲
の
強
化
な
ど
農
林
業

被
害
の
低
減
を
図
り
、
担
い
手
の
育
成

と
確
保
に
取
り
組
み
ま
す

観
光
振
興
と
交
流
人
口
の
拡
大

◦�

滞
在
交
流
型
観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
体
験

結
び

　
昨
年
3
月
に
総
合
計
画
を
策
定
し
、
目

指
す
将
来
像
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
計
画
の
推
進
に

当
た
り
「
釜
石
版
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

推
進
」
や
「
地
方
創
生
へ
の
各
種
取
り
組

み
」
な
ど
重
要
な
案
件
に
関
す
る
基
本
的

な
考
え
は
継
続
し
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組

み
を
基
盤
と
し
な
が
ら
重
点
的
に
取
り
組

み
ま
す
。

　
わ
が
国
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
と
い
う
状
況
を
乗
り
越
え
る
た

め
、
新
し
い
時
代
を
切
り
開
く
大
き
な
転

換
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　
国
が
推
し
進
め
る
デ
ジ
タ
ル
化
や
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
推
進
と
い
う
大
き

な
変
革
の
中
で
、
状
況
を
し
っ
か
り
と
見

極
め
な
が
ら
行
動
し
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
対
応
や

「
津
波
防
災
地
域
づ
く
り
に
関
す
る
法
律
」

に
基
づ
く
最
大
地
震
に
伴
う
津
波
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
の
結
果
を
踏
ま
え
た
対
応
な

ど
、
全
て
の
人
が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と

が
で
き
る
よ
う
全
力
を
挙
げ
ま
す
。

　
全
市
民
参
加
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を

心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

型
観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
新
た
な
観
光

振
興
策
を
推
進
し
ま
す

雇
用
の
確
保

◦�

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
か
ま
い
し
を
中
心
に
、

地
元
就
職
の
促
進
や
企
業
に
お
け
る
定

着
支
援
を
行
い
ま
す

地
域
と
人
の
つ
な
が
り
の
中
で
み
ん
な
が

育
つ
ま
ち

生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

◦�

自
主
的
な
学
習
を
支
援
し
、
学
習
機
会

の
提
供
、
読
書
活
動
の
推
進
、
郷
土
の

図
書
資
料
の
収
集
や
保
存
な
ど
に
努
め

ま
す

◦�「
歴
史
講
座
」
を
継
続
し
な
が
ら
、
東

日
本
大
震
災
後
に
新
た
に
発
見
さ
れ
た

遺
跡
な
ど
も
含
め
て
釜
石
の
歴
史
を
検

証
し
、
取
り
ま
と
め
に
向
け
取
り
組
み

ま
す

◦�

ス
ポ
ー
ツ
合
宿
の
誘
致
な
ど
、
ス
ポ
ー

ツ
交
流
人
口
の
拡
大
と
地
域
の
活
性
化

に
取
り
組
み
ま
す

◦�

ラ
グ
ビ
ー
の
ま
ち
と
し
て
の
歴
史
や
イ

メ
ー
ジ
を
土
台
に
、
人
材
の
育
成
や
ラ

避難訓練（中妻町）

ラグビーのまち釜石教室
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たんだい しんしょう…強い勇気、大きな志と共に、細やかな思いやりの心で真の復興へ

消防費  9億9,087万円

その他  2億4,626万円

商工費  9億1,957万円

農林水産業費  5億2,792万円

民生費
59億9,322万円

総務費
38億4,866万円 公債費

21億6,350万円

衛生費
18億9,263万円

教育費
16億4,971万円

土木費
15億9,066万円

その他
5億818万円  2.6％
投資的経費
9億8,380万円  5.0％
繰出金
16億982万円  8.1％

歳 入

歳 出

198億2,300万円

198億2,300万円

地方交付税
51億円
25.7%

国庫支出金
36億5,543万円
18.4%

その他
3億1,450万円  1.6%
市債
7億5,380万円  3.8%
地方消費税交付金
7億9,000万円  4.0%
県支出金
11億6,887万円  5.9%

その他
3億926万円  1.6%
使用料及び手数料
5億43万円  2.5%
寄附金
5億600万円  2.6%
諸収入
7億3,739万円  3.7% 
繰入金
14億4,863万円  7.3%

市税
45億3,870万円
22.9% 

（性質別）

物件費
44億3,901万円  22.4％

人件費
35億9,353万円  18.1％

扶助費
33億5,860万円  16.9％

補助費等
31億6,657万円  16.0％

公債費
21億6,350万円  10.9％

59.4％

依
存
財
源

自
主
財
源

40.6％

59.4％

40.6％

お知らせします 令和4年度予算のあらまし
　本年度の予算が、市議会３月定例会で可決されましたので、概要
をお知らせします。
※四捨五入の関係で合計額などが合わない場合があります

問い合わせ
市財政課 財政係　☎27-8416

　市の令和 4年度一般会計当初予算は、復興事業がおおむね完了したため前年
度より6億6,400万円少ない198億2,300万円（前年度比 3.2％減）になりま
した。「人口減少やポストコロナの社会情勢の変化などを見据えた新たなまちづ
くりへ向けてスタートを切る予算」として編成しています。

一 般 会 計
歳 入・歳 出

歳 入

　歳出では、経常的な経費の削減などで財
源を捻出しつつ、政策的な経費では第六次
釜石市総合計画を基本とし、必要性や優先
度を考慮しながら予算を編成しました。ま

た、震災対応予算として約 1億 4,000 万円、新型コロ
ナウイルス感染症対応予算として約 4億 4,000 万円を
計上しました。
（性質別予算の動き）
　鈴子広場の整備が終了したことなどで普通建設事業
費が前年度比 41.0％減、令和元年台風第 19号の災害
復旧がおおむね完了したことで災害復旧事業費が皆減
となりました。これにより、投資的経費は前年度比
43.2％減となり、全体事業費に占める割合は 5.0％に
低下しました。

　歳入で最も多いのは地方交付税で、以下、
市税、国庫支出金、繰入金、県支出金の順
です。
　自主財源の柱である市税は、新型コロナ

ウイルス感染症等の影響がある中でも、業種によって
収益好調な法人があることなどから増加を見込み、前
年度比 3億 5,372 万円増加の 45億 3,870 万円（前年
度比 8.5％増）となりました。
　また、基金として積み立てていたお金を繰り入れす
る繰入金が、前年度比 4 億 5,728 万円減少の 14 億
4,863 万円（前年度比 24.0％減）となり、自主財源は
40.6％（前年度比 0.6㌽増）となりました。
　依存財源では、借入金を必要とする大型事業の減少
や臨時財政対策債の減少により市債が前年度比 56.2％
減となったほか、新型コロナウイルスワクチン接種対
策費国庫負担金の増加などで国庫支出金が前年度比
6.9％増となりました。これらにより、依存財源は
59.4％（前年度比 0.6㌽減）となりました。

歳 出

用 語 解 説
繰　出　金	 �一般会計と特別会計の間で支出する経費
公　債　費	 �市の借金の返済に関する経費
扶　助　費	 �生活保護法や児童福祉法に基づいた手当の支給

や、高齢者や障がい者、乳幼児への支援の経費
人　件　費	 �市職員の給与や議員報酬など
補 助 費 等	 �各種団体への補助金や交付金など
物　件　費	 �消費的な性質の経費。委託料や旅費、光熱水費など
投資的経費	 �道路、河川、漁港など社会資本の整備の経費

　一般会計の予算を１人当たりに換算すると※、63万2,413円となります。※令和４年１月末人口 31,345 人で算出
予算を市民１人当たりにすると？

民生費
� 19万1,202円

児童、高齢者、障がい者のための施設の整
備や福祉サービスなど

総務費
� 12万2,784円

市役所の運営、住民票の発行、税金の徴収
や選挙など

公債費
� 6万9,022円

道路、河川、漁港などの施設を整備するた
めに借り入れた市債（借金）の返済

衛生費
� 6万381円 健康推進、環境保全、ごみの収集など

教育費
� 5万2,631円 学校教育や給食センターなどの経費

土木費
� 5万747円

道路、公営住宅、公園などの整備や維持管
理

消防費
� 3万1,612円

火災予防対策、消防施設の整備・管理、消
防団に関する経費

商工費
� 2万9,337円 商業や工業、観光の振興などの経費

農林水産業費
� 1万6,842円

農業・林業・水産業振興の事業に要する経
費

その他
� 7,856円 議会運営、労働対策など

一般会計とは区別し、それぞれ特定の事業を行います特別会計予算

会計名 国民健康保険 後期高齢者医療
介護保険

魚市場
保険事業勘定 サービス事業勘定

主な収入 国民健康保険税 後期高齢者医療保険料 介護保険料 サービス収入 魚市場使用料

予算額 41億5,596万円 5億7,124万円 41億6,437万円 2,864万円 1,485万円

一般会計とは区別し、独立採算で特定の事業を行います企業会計予算

会計名 水道事業 公共下水道事業 漁業集落排水事業

主な収入 水道料金 下水道使用料 施設使用料

予算額※ 16億1,549万円 21億7,396万円 7,003万円
※サービスの提供に要する支出を示す事業費用と、建設改良費や元金償還金などからなる資本的支出を合算した額

その他
5億818万円  2.6％
投資的経費
9億8,380万円  5.0％
繰出金
16億982万円  8.1％

歳 入

歳 出

198億2,300万円

198億2,300万円

地方交付税
51億円
25.7%

国庫支出金
36億5,543万円
18.4%

その他
3億1,450万円  1.6%
市債
7億5,380万円  3.8%
地方消費税交付金
7億9,000万円  4.0%
県支出金
11億6,887万円  5.9%

その他
3億926万円  1.6%
使用料及び手数料
5億43万円  2.5%
寄附金
5億600万円  2.6%
諸収入
7億3,739万円  3.7% 
繰入金
14億4,863万円  7.3%

市税
45億3,870万円
22.9% 

（性質別）

物件費
44億3,901万円  22.4％

人件費
35億9,353万円  18.1％

扶助費
33億5,860万円  16.9％

補助費等
31億6,657万円  16.0％

公債費
21億6,350万円  10.9％

59.4％

依
存
財
源

自
主
財
源

40.6％

59.4％

40.6％

目的別歳出の内訳

　
３
月
29
日
、
津
波
防
災
地
域
づ
く
り
に
関

す
る
法
律
に
基
づ
く
県
独
自
の
津
波
浸
水

想
定
が
公
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

令
和
２
年
９
月
に
内
閣
府
が
公
表
し
た

日
本
海
溝
・
千
島
海
溝
沿
い
の
巨
大
地
震
に

よ
る
津
波
浸
水
想
定
で
は
、
浸
水
想
定
区
域

が
中
妻
地
区
ま
で
広
が
っ
て
お
り
ま
し
た

が
、
今
回
の
想
定
で
は
、
さ
ら
に
上
中
島
地

区
ま
で
広
が
っ
て
い
る
ほ
か
、
他
地
域
に
お

い
て
も
想
定
区
域
が
広
が
っ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
想
定
は
、
最
大
ク
ラ
ス
の
津
波
が
満

潮
時
に
発
生
し
、
防
波
堤
や
防
潮
堤
が
破
堤

す
る
と
い
っ
た
悪
条
件
下
で
の
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
た
め
、
浸
水
想
定
区
域

が
こ
こ
ま
で
拡
大
す
る
こ
と
に
な
っ
た
も

の
で
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
今
回
の
想
定
は
、
津
波

に
よ
る
災
害
や
被
害
の
発
生
範
囲
を
決
定

す
る
も
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
津
波
災
害

時
の
避
難
範
囲
を
設
定
す
る
こ
と
が
目
的

で
す
。
い
た
ず
ら
に
不
安
を
あ
お
る
こ
と
な

く
、
こ
う
し
た
時
こ
そ
冷
静
な
判
断
が
求
め

ら
れ
ま
す
。

　
市
は
こ
の
公
表
を
真
摯
に
受
け
止
め
、
今

後
県
か
ら
公
表
予
定
の
津
波
被
害
想
定
を

含
め
た
対
応
に
つ
い
て
、
地
域
の
皆
さ
ん
と

の
連
携
を
深
め
な
が
ら
、
津
波
災
害
緊
急
避

難
場
所
の
見
直
し
や
追
加
指
定
、
さ
ら
に
は

自
主
防
災
組
織
の
強
化
な
ど
、
誰
一
人
と
し

て
犠
牲
に
な
ら
な
い
津
波
防
災
対
策
の
構

築
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

�

釜
石
市
長
　
野 

田 

武 

則

最
大
ク
ラ
ス
津
波
浸
水
想
定
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新型コロナワクチン接種会場への
タクシー料金が無料になります
対　　象　・�身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳

のいずれかを所持している人
　　　　　・�介護保険被保険者証に要介護状態区分（要支援１～要

介護５）が記載されている人　
　　　　　※原則２人まで介助者が同乗できます
利用方法　�・�利用の３日前までに対象のタクシー事業者に予約し、

あわせて市の補助を利用したいことを伝えてください
　　　　　・�乗車時に、接種券と身体障害者手帳などを乗務員に提

示してください
※�タクシーを利用できる区間は、自宅からワクチンを接種する医療
機関、または集団接種会場の往復区間です。複数人での乗り合わ
せや指定場所以外での乗降は対象になりません

対象事業者

問い合わせ　市生活環境課 市民生活係　☎ 27－8451

新型コロナワクチン接種のお知らせです

接 種 状 況 （４月３日現在）

小児（５～11歳）の１・２回目接種予約を受け付けています

● �医学的な知見が必要な専門的な相談は、岩手県新型コロナワクチン専門相談コールセンター�
（☎ 0120-895-670）にご相談ください。
● �その他、コロナワクチンの接種に関して困りごとがある場合は、市の窓口にお問い合わせください。
　 市健康推進課　市新型コロナワクチン接種推進室　☎ 22-4567　☎ 22-4568（直通）

相談窓口

　これまで、18歳以上を対象としてきた３回目接種は、４月以降、
12～17歳の人も対象になりました。日程や予約方法などは、接種
券に同封する他、広報かまいし、市のホームページでお知らせします。

対　象　　12～17歳の人
　　　　　※�現在11歳で小児用ワクチン接種の対象者であっても、12

歳からは大人と同じファイザー社ワクチンの対象になります
使用ワクチン　ファイザー社ワクチン
　　　　　　　（大人に使用しているものと同じもの）
場　所　　集団接種会場（イオンタウン釜石３階）、市内医療機関
日　程　・�集団接種の日程は５月 21日㈯、22 日㈰、28 日㈯、

29日㈰の４日間を予定しています
　　　　・市内医療機関による個別接種の日程などは調整中です
接種券　　接種券などは４月下旬以降に郵送します

　８～11歳の小児を対象にした集団接種の日程を次のとおり追加しました。集団接種日程の追加は、今回で最後です。
接種を希望する場合は、４月21日（木）までに予約コールセンター（☎0120-011-275）にご連絡ください。
　５～７歳の小児を対象にした医療機関での個別接種予約は、引き続き予約コールセンターで受け付けています。
　接種に関する相談、接種券発送の依頼などは、市新型コロナワクチン接種推進室へご連絡ください。

　３回目接種会場は、原則「２回目の
接種会場と同じ」または「イオンタウ
ン釜石」ですが、予約の際に希望する
会場がない場合は、市新型コロナワク
チン接種推進室にご相談ください。予
約方法は接種券に同封の案内や市の
ホームページをご覧ください。
※�イオンタウン釜石会場では、モデルナ社
ワクチンを使用します。ファイザー社ワ
クチンを希望する場合は、市新型コロナ
ワクチン接種推進室へご相談ください

12 ～17歳の３回目接種が始まります 18歳以上の３回目接種は
一部の医療機関で

予約受付を終了しています

※ �11歳の時に小児用ファイザー社ワクチンで１回目の接種を済ませている小児は、１回目と２回目のワクチンの種類をそろえ
る必要があるため、２回目の接種前に12歳になっていても、小児用ファイザー社ワクチンで２回目の接種を行います

対象者
2月末人口
（人）

2回目 3回目

接種者
（人）

接種率 接種者
（人）

接種率
※１

接種率
※２

岩手県
接種率
※2

全国
接種率
※2

65歳以上 12,550 11,812 94.1% 11,067 93.7% 88.2% 82.5% 82.9%
12〜64歳 16,609 14,732 88.7% 6,135 41.6% 36.9%
全年代の人口 31,302 26,544 84.8% 17,202 64.8% 55.0% 42.5% 42.5%

� ※１　２回目接種済者に対する接種率
� ※２　年代ごとの人口に対する接種率

「かまいしエール券」第3弾の取扱店を募集します

応募締切　４月28日（木）
応募資格　飲食業・小売業など、市内で消費者に対して商品またはサービスを提供する事業所
応募方法　�申込書に必要事項を記入し、提出してください。
　　　　　�申込書は（一社）釜石観光物産協会に備え付ける他、市のホームページからダウ

ンロードできます
※かまいしエール券の販売開始は５月下旬を予定しています

申し込み・問い合わせ　（一社）釜石観光物産協会  ☎ 27－8172  鈴子町 22－1 シープラザ釜石２階

　新型コロナウイルス感染症により影響を受けている地域経済の活性化を図るた
め、市内各店舗で 9月末まで利用可能な額面 7,000 円のプレミアム付券「かまい
しエール券」を 5,000 円で 1万 5,000 冊発行します。この券を利用できる取扱店
を募集します。

「釜石市文化芸術振興事業補助金」の
対象事業を募集します

対象事業　�音楽、演劇、ダンス、その他の文化芸術イベント
　　　　　�（市の文化芸術振興のため、釜石市民ホールTETTOのホールAで開催し広く市民が鑑賞また

は参加できるもの）
審査方法　�「釜石市文化芸術振興事業補助金審査委員会」で適正に審査する
補助金額　補助対象経費から入場料収入や他団体からの助成金などを控除した額の範囲内とする
　　　　　（予算総額は 360万円、採択件数は２～３件程度）
募集期間　４月 15日（金）～５月16日（月）
必要書類　�応募申請書、事業計画書、収支予算書など　※申請書は、市文化振興課に備え付

ける他、市のホームページからダウンロードできます

申し込み・問い合わせ　市文化振興課 芸術文化係  ☎ 27－5714

　市は、文化芸術活動を行う市内団体が開催する事業（イベント）
に対し、その費用の一部を助成します。

文化タクシー（中妻町）
 ☎23―5038
釜石タクシー（大町）
 ☎22―3881
青葉タクシー（小川町）
☎23―5911
前勝タクシー（鵜住居町）
☎28―3232
太陽タクシー（鵜住居町）
☎28―1414
中山福祉タクシー（小佐野町）
☎23―6615

８～11歳の追加日程 １回目 ２回目※ 場　所

① ４月 23日（土） ５月 14日（土） イオンタウン釜石３階
受付時間：14時～ 15時② ４月 24日（日） ５月 15日（日）
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東
日
本
大
震
災
発
生
か
ら
11
年
目
を
迎
え
た
3

月
11
日
、
市
内
各
地
で
追
悼
行
事
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
釜
石
市
民
ホ
ー
ル
Ｔ
Ｅ
Ｔ
Ｔ
Ｏ
で
開
催
さ
れ
た

釜
石
市
東
日
本
大
震
災
犠
牲
者
追
悼
式
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
を
防
止
す

る
た
め
、
規
模
を
縮
小
し
て
開
催
。
14
時
46
分
の

サ
イ
レ
ン
に
合
わ
せ
黙
と
う
を
さ
さ
げ
、
花
を
手

向
け
ま
し
た
。

　
遺
族
代
表
の
沖
健
太
郎
さ
ん
は
「
も
し
、
私
が

一
緒
に
い
た
ら
ど
う
な
っ
て
い
た
か
と
、
時
々
考

え
て
み
る
。
同
じ
よ
う
に
津
波
に
吞
ま
れ
て
し

ま
っ
た
だ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
一
緒
に
逃
げ
た
だ

ろ
う
か
。
果
た
し
て
ど
う
な
っ
て
い
た
か
、
今
と

な
っ
て
は
分
か
ら
な
い
。
こ
れ
か
ら
残
さ
れ
た
遺

族
と
し
て
、
前
向
き
に
生
き
て
行
き
た
い
」
と
故

人
に
思
い
を
寄
せ
ま
し
た
。

　

こ
の
11
年
で
建
物
の
整
備
が
お
お
む
ね
完
了

し
、
失
っ
た
街
並
み
も
取
り
戻
し
て
き
ま
し
た
。

「
昔
○
○
だ
っ
た
場
所
」
こ
ん
な
表
現
も
少
な
く

な
り
、
薄
ら
ぐ
記
憶
と
と
も
に
時
の
流
れ
を
感
じ

ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
日
が
来
る
と
、
あ
の
時
の

感
情
、
あ
の
出
来
事
を
き
っ
か
け
に
改
め
て
気
づ

い
た
絆
の
大
切
さ
、
強
さ
を
思
い
起
こ
し
た
は
ず

で
す
。
一
人
一
人
が
大
切
な
人
を
思
い
、
周
り
で

困
っ
て
い
る
人
が
い
れ
ば
手
を
差
し
の
べ
、
時
に

は
頼
る
、
そ
ん
な
ま
ち
を
目
指
し
、
一
歩
ず
つ
前

に
歩
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

　東日本大震災の経験や教訓、防災の取り組みを未来につなげたい―。そんな思いを持った釜石高校の生徒
有志が 2019 年 12 月に立ち上げた伝承・ボランティア活動に取り組むグループ「夢

ゆめ

団
だん

〜未来へつなげる
ONE TEAM〜」（以下、夢団）。現在は、卒業生も含め約 50人の有志が所属しています。震災の時に幼かっ
た今の高校生たちが何を思い、何のために活動しているのか。彼女らがいま「伝える」こととは。

　東日本大震災を経験した時、私は児童館の年長でした。まだ
幼かったですが、当時の地震や津波の様子はかなり鮮明に覚え
ています。私たちの児童館では全員無事に避難することができ
ました。それは、日常的に行っていた避難訓練の影響が大きかっ
たと思います。しかし、当時避難訓練はしていたものの「津波」
とは何なのか、なぜ怖いのか、なぜ逃げなければいけないのかは
ほとんど理解していませんでした。年齢が上がるにつれて、訓
練の大切さや地震や津波の怖さを理解していきました。
　高校に入学して、生徒の有志で防災や伝承に取り組んでいる
夢団という団体に入りました。夢団に入り、さまざまな人と出
会い、自分の気持ちや防災を伝える活動を通して、さらに防災
の重要性を感じました。現在、夢団で私の担当する班では「防
災すごろく」を作成しています。楽しみながら学び、自分で逃
げられる人になってほしいからです。今後も、防災を多くの人
に伝える活動をしていきます。

　当時は幼稚園の年長で、経験したことのないほどの揺れに恐
怖しかありませんでした。私の住む地域は津波の被害はありま
せんでしたが、何年経過しても当時の映像を見ると恐怖に包ま
れます。しかし、震災を経験したことが将来を考えるきっかけ
になりました。
　高校生になり、震災の記憶がある最後の世代と言われている
中、その経験や出来事は次の災害へ備えるためにも、絶対に風
化させてはいけないと深く考えるようになりました。その思い
から始めた伝承者としての活動で、語り部として自分の言葉で
伝えるというのはとても意義を感じています。
　避難訓練や防災授業、震災を知るためのイベントによって、震
災を経験した人も経験していない人も防災の大切さを感じてもら
い、日常から災害に備えた行動をとることができるので、防災や
災害に関わる取り組みをより多くの人に知ってもらいたいです。
　震災の記憶がある最後の世代として、震災の出来事を伝え続
けていきます。

震災から11年。

これからも、ともに。
今だから伝えたい。
―この教訓を後世に―

①根浜海岸で打ち上げられた祈りの花火「白菊」
②身をていして殉職した 8人の消防団員の名前が刻まれた東日本大震災殉職消防団員顕彰碑に向かい、祈りがささげられました（鈴子広場）
③北九州市の小倉城竹あかり実行委員会から寄贈された竹灯籠に灯りを灯しました（釜石駅前広場）
④大平墓地公園の東日本大震災物故者納骨堂では、身元が判明していない方々の供養が、釜石仏教会の協力で執り行われました
⑤宝来館では「くらぶ海

うみのおと

音」が鎮魂の祈りを込め、音を奏でました
⑥釜石市東日本大震災犠牲者追悼式、遺族代表の沖健太郎さん
⑦⑧釜石祈りのパークでは、多くの人が慰霊碑に花を手向け、手を合わせました

釜石高校３年　川原 凜
り

乃
の

 さん

釜石高校３年　戸澤 琉
る

羽
う

 さん

夢団公式 Instagram

①

②

⑥

③

⑦ ⑧

④ ⑤
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市　　民　　の　　ひ　　ろ　　ば

小
こ

林
ばやし

大
だい

佑
すけ

 くん（２歳）

佐
さ

野
の

楓
り く と

心 くん（２歳） 永
なが

野
の

祥
し ょ う ま

誠 くん（２歳）

菅
すが

原
わら

一
いち

華
か

 ちゃん（２歳）

佐
さ

々
さ

木
き

ひかり ちゃん（３歳）里
り

緒
お

 ちゃん（８カ月）

プックリかわいい大ちゃん。
元気いっぱいあそぼうね！

たくさん食べて大きくなろ
うね！

モリモリ食べて大きくなっ
てね。

ニコニコ笑顔のいちか♡
大好きだよ♡

元気にスクスク大きくなってね！

※�「すこやかアイドル」では、お子さんの笑顔とご
家族のメッセージを紹介します。
　�１〜５歳くらいのお子さんの写真を広報に掲載
しませんか？
　�市広聴広報室（☎ 27-8419）までぜひご連絡
ください

災害時に役立つ蓄電池などの寄付

菊池流帆選手プレゼント企画当選者

　３月２日、ＳＭＣ（株）から社会貢献活動として蓄電
池など（ポータブル電源、ポータブルソーラーパネル、
延長ケーブル）５セットの寄付を受けました。市は、こ
の寄付品を災害時に災害対策本部や指定避難所となる公
共施設などで活用する他、平常時には津波浸水想定区域
外の生活応援センターなどに配備し、活用します。
　同社は、市誘致企業であり、平成 21年には市と災害
時応援協定を締結し、市の防災施策に多くのご協力をい
ただいています。

　広報かまいし 2月 15日号で特集し
た釜石初の Jリーガーである菊池流帆
選手のプレゼント企画の当選者を発表
します。各１人の当選者に対し、計
220人の応募がありました。たくさん
のご応募ありがとうございました。

ユニフォーム：菊池拓磨くん タオル：君洞 光
ら い と

星くん、麗
うらら

ちゃん

Public Relations Lounge

すこやか
ア
イ ド

ル
日時　４月 29 日（金・祝）
場所　五葉山赤坂峠口（唐丹町）
内容　安全祈願祭を行います
問い合わせ　市商工観光課（☎ 27
―8421）

まちのお知らせInformationInformationまちのお知らせ
五葉山山開き（安全祈願祭）

　ゴールデンウィークに引っ越し
を予定している人は、早めに申し
込みましょう。
申込期限　使用開始や中止の 3 日
前（土・日曜日、祝日を除く）ま
で
受付時間　月～金曜日（祝日を除
く）８時 30 分～ 17 時 15 分
※中止の届け出がない場合、退去
しても基本料金が発生します
申し込み・問い合わせ　市水道事
業所（☎ 23― 5881）

水道の使用開始・中止の
届け出はお早めに

　東北の「今」を伝える写真、全
国の UR 団地に住む人々の「今」
を伝える写真を募集しています。
詳しくは、ホームページをご覧い
ただくか、お問い合わせください。
応募資格　どなたでも（写真家と
して生計を立ててい
ない人）
応募期限　５月 31 日
㈫　※当日消印有効
応募方法　メール、
郵送、instagram
問い合わせ　UR 都市機構フォト
コンテスト2022 事務局（☎ 03―
3644― 0031）10 時～ 17 時（土・
日曜日、祝日を除く）

【作品募集】
UR都市機構フォトコンテスト2022

コンテスト
ホームページ

国民年金には、学生である期間に本人の所得が一定以下の
場合、保険料の納付が猶予される「学生納付特例制度」があ
ります。猶予する期間は4月から翌年3月までの1年間です。
翌年度も在学予定の場合は、4月初めに申請書が送付されま
すので、引き続き猶予を希望する人は、再度申請してください。
学生納付特例の期間は、障害年金や遺族年金の受給資格期

間になりますので、けがや病気で障害や死亡といった不慮の
事故が発生した場合、障害年金や遺族年金を受け取ることが
できます。ただし、将来受け取る年金額には反映されないの
で、後から納付することをお勧めします。保険料は、10年
以内であればさかのぼって納付できます。

●留意事項
　学生納付特例制度は、毎年度手続きが必要です
　過去 2年分（２年 1カ月前）までさかのぼって手続きでき
　ます
●申請に必要なもの
　基礎年金番号がわかるもの
　在学証明書（原本）または有効期限や学年の記載された学
　生証

申請場所・問い合わせ
市市民課 国保年金係　☎ 27―8479
宮古年金事務所（宮古市太田1―7―12）　☎ 0193―62―1963

国民年金「学生納付特例制度」の案内

岩手県山火事防止運動月間
（５月31日まで）

山火事を　防ぐあなたの　心がけ
� （全国統一標語）

 ① 強風時および乾燥時には、たき火、火入れ、 
　  野焼きをしない
 ② 火災が起こりやすい枯草などのある場所で
　  は、たき火をしない
 ③ たき火の場所を離れるときは、完全に消火
 　 する
 ④ たばこの吸い殻を投げ捨てない
 ⑤ たき火、野焼き、火入れをするときは、消
 　 防署に届け出る
 ⑥ 火入れを行う際は、市長の許可を必ず得る
 　（森林の周囲１ｋｍの範囲では、野焼きは火
     入れと見なされます）
 ⑦ 火遊びはしない

問い合わせ
市水産農林課　林業振興係　☎ 27―8426

山に入る際は、火の取り扱いに
注意しましょう

公演予定日　令和５年２月26日㈰
内容　地域の歴史、芸術文化の振
興や先人の偉業、困難から立ち上
がった人々を題材とし、上演時間
2 時間程度で、子どもから大人ま
で 10～15人程度が出演する作品
応募期限　９月15 日㈭
応募先・問い合わせ　釜石市民劇
場実行委員会（久保☎ 090―7798
―2307）、市文化振興課（☎ 27―
5714）

【募集】
令和4年度 第36回釜石市民劇場脚本

市長に寄付品を手渡す SMC㈱釜石工場の関係者ら
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移動図書館「しおかぜ」

（交通事情により多少のずれが生ずることがあります）

５月巡回日程

休日当番医・薬局・歯科医（5月）
休日 曜日 当番医・当番薬局 所在地 電話番号

1 日
小泉医院

中妻町
☎ 23―5157

ハロー薬局 ☎ 23―8455

3 火・祝
神林医院

甲子町
☎ 23―6635

中田薬局松倉店 ☎ 23―1230

4 水・祝
藤井小児科内科クリニック

大槌町
☎ 42―7788

菊屋薬局 ☎ 42―3526

5 木・祝
堀耳鼻咽喉科眼科医院

只越町
☎ 22―1005

パルム薬局 ☎ 22―3353

8 日
小泉医院

中妻町
☎ 23―5157

ハロー薬局 ☎ 23―8455

15 日
神林医院

甲子町
☎ 23―6635

中田薬局松倉店 ☎ 23―1230

22 日
藤井小児科内科クリニック

大槌町
☎ 42―7788

菊屋薬局 ☎ 42―3526

29 日
はまと神経内科クリニック

鵜住居町
☎ 29―1212

リリーフ薬局 ☎ 29―1555
休日 曜日 当番歯科医 所在地 電話番号

1 日 おいかわ歯科医院 港町 ☎ 22―5800
8 日 鈴木歯科医院 中妻町 ☎ 23―5908
15 日 小松歯科医院 大槌町 ☎ 42―7702
22 日 近藤歯科医院 大槌町 ☎ 42―7667
29 日 ささき歯科医院 鵜住居町 ☎ 29―1222

各 種 相 談
Informationまちのお知らせ Informationまちのお知らせ

６日（金）
唐丹公民館前 10：30 〜 11：00
栗林町仮設団地跡 13：00 〜 13：30
砂子畑集会所前 13：40 〜 14：10

10 日（火）
かまいしこども園   9：20 〜   9：50
只越復興住宅１号棟前 10：00 〜 10：30
釜石小学校 13：00 〜 13：30

11 日（水）
浜町 篠原浩さん宅前   9：15 〜   9：45
源太沢公園前 10：00 〜 10：30
昭和園クラブハウス 10：45 〜 11：15
働く婦人の家 11：30 〜 12：00
中小川 カサ･デ･ファミリア 13：20 〜 13：50

12 日（木）
県営両石アパート   9：00 〜   9：30
かまいしワーク･ステーション   9：50 〜 10：20
鵜住居保育園 10：35 〜 11：05
五葉寮 11：30 〜 12：00
澤口製パン前 13：15 〜 13：45
鵜住居公民館前 14：00 〜 14：30

14 日（土）
青葉ビル   9：00 〜   9：30
市役所車庫前駐車場   9：50 〜 10：20
大只越市営住宅付近 10：30 〜 10：50
釜石情報交流センター駐車場 11：00 〜 11：30
県営上平田アパート４号棟前 13：00 〜 13：30
上平田 教職員アパート付近 13：45 〜 14：15

17 日（火）
平田災害公営住宅前   9：00 〜   9：30
平田地区生活応援センター   9：40 〜 10：10
平田こども園 10：30 〜 11：00
県水産技術センター 12：00 〜 12：30
松原公園付近 14：30 〜 15：00

18 日（水）
平田駅前   9：30 〜   9：50
あいぜんの里 10：00 〜 10：30
デイサービスセンター善 10：40 〜 11：10
上平田ニュータウン集会所前 11：20 〜 11：50
岩手大学 釜石キャンパス 13：00 〜 13：30
そんぽの家  GH釜石平田 14：00 〜 14：20
鈴子町 ステーションホテル駐車場 14：30 〜 15：00

19 日（木）
唄貝 チビッコ広場前 10：20 〜 10：50
洞泉市営住宅前 11：00 〜 11：30
洞関地区コミュニティ消防センター前 11：40 〜 12：10
仙人の里 14：00 〜 14：30

20 日（金）
鵜住居幼稚園   9：30 〜 10：00
鵜住居小学校 10：00 〜 10：30
鵜住居町 日向アパート前 10：40 〜 11：10
栗林小学校前 12：50 〜 13：40

26 日（木）
双葉学童育成クラブ 15：00 〜 15：30

27 日（金）
大畑団地集会所前   9：50 〜 10：15
甲子林業センター駐車場 10：30 〜 11：00
甲子地区生活応援センター 11：15 〜 11：45

31 日（火）
栗橋地区生活応援センター 10：00 〜 10：30
上栗林地区集会所前 10：45 〜 11：15
釜石地区合同庁舎 12：00 〜 12：30
中妻地区生活応援センター 13：40 〜 14：10

問い合わせ　図書館（☎ 25 ー 2233）

5 月の休館日
2 日、3 日、4 日、9 日
16 日、23 日、30 日

岩手弁護士会無料法律相談（要予約）
日時　4 月 27 日㈬、5 月 11 日㈬ 10
時～ 15 時　
場所　市消費生活センター
定員　予約先着 8 人
申し込み　市消費生活センター（☎
22―2701）

日時　5 月 6 日㈮　13 時～ 16 時
場所　市消費生活センター
対応　人権擁護委員
申し込み　市消費生活センター（☎
22―2701）

日時　5 月 12 日㈭　10 時～ 12 時
場所　市消費生活センター
対応　公証人
定員　予約先着４人
申し込み　宮古公証役場（☎0193―
63―4431）
※前日までに予約がない場合は中止

日時　5 月17日㈫ 10 時～ 15 時
場所　市消費生活センター
定員　予約先着６人
申し込み　市消費生活センター（☎
22―2701）

日時　5 月19日㈭ 10時～ 15時30分
場所　青葉ビル
内容　社会保険相談（事業所含む）、
国民年金・厚生年金相談
申し込み　基礎年金番号が分かるも
のを用意し、宮古年金事務所（☎
0193―62―1963）で電話受け付け

日時　5 月 26 日㈭ 10 時～ 15 時
会場　市保健福祉センター 9 階
内容　子どもの養育や療育への助言・
指導、必要に応じて心理学的判定を
実施
申込期限　5 月 13 日㈮
申し込み・問い合わせ　市子ども課
☎ 22―5121

人権相談

公証相談（要予約）

多重債務弁護士無料相談（要予約）

出張年金相談（要予約）

宮古児童相談所巡回相談（要予約）

夜間納税相談

今月の
納　税

休日納税相談

釜石市の人口と世帯（３月）

期日　 4 月 27 日㈬、28 日㈭
時間　17 時 15 分～ 19 時 15 分
場所　市役所税務課
問い合わせ　市税務課（☎27―8417）

日時　 4 月 24 日㈰ 9 時～ 15 時
場所　市役所税務課
問い合わせ　市税務課（☎27―8417）

男 14,762 人 （ー136人）
女 16,269 人 （ー135人）
合　計 31,031 人 （ー271人）
世　帯 15,816 世帯（ー65世帯）

※（　）は前月比

ゴールデンウィーク中
（４月29日～ 5月9日）のごみの収集

 一般ごみ
【月・木曜日が収集の地区】　

5 月 2日（月） 5月 5日（木・祝） 5月 9日（月）
収集します 収集しません 収集します（最大 6袋まで）

【火・金曜日が収集の地区】
4 月 29日（金・祝） 5月 3日（火・祝） 5月 6日（金）
収集します 収集しません 収集します（最大 6袋まで）

 資源物（ペットボトル以外）
【毎月第 1水曜日が収集の地区】
収集日…５月４日（水・祝）　※通常どおり収集します
 ペットボトル
【毎月第 1土曜日が収集の地区】
収集日…５月７日（土）　※通常どおり収集します
 岩手沿岸南部クリーンセンターへの持ち込み
受付日…５月 2日（月）、6日（金）、9日（月）
※期間中、蛍光灯、乾電池などの生活環境課・各地区生活応援センターで
　の拠点回収は行いません
※詳しくは、ごみカレンダーをご覧ください

問い合わせ　市生活環境課　廃棄物対策係　☎ 27―8453

【固定資産税 1期】
納期限 5月2日㈪

ゴールデンウィーク中の市内施設の休館情報
4 月29日 4月30日 5月 1日 5月 2日 5月 3日 5月 4日 5月 5日
金・祝 土 日 月 火・祝 水・祝 木・祝

図書館 休館 ○ ○ 休館 休館 休館 ○
働く婦人の家 休館 ○ ○ 休館 休館 休館 休館
釜石市民ホール TETTO ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
郷土資料館 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
鉄の歴史館 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
橋野鉄鉱山インフォメーションセンター ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
旧釜石鉱山事務所 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
市球技場 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
平田公園野球場 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
中妻体育館 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
釜石鵜住居復興スタジアム ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
市民体育館 休　館　中
市民交流センター　体育館 ○ ○ ○ 休館 ○ ○ ○
市営プール ○ ○ ○ 休館 ○ ○ ○
釜石情報交流センター ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
シープラザ釜石 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
魚河岸テラス（2階飲食店は、各店舗
にお問い合わせください） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

道の駅「釜石仙人峠」 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
根浜海岸観光施設 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
鵜の郷交流館 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
いのちをつなぐ未来館 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
釜石斎場 ○ 休場（友引） ○ ○ ○ ○ 休場（友引）
しごと・くらしサポートセンター ○ ○ ○ ○ ○ ○ 休館
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保健だより
おたふくかぜ
ワクチンの接種費用の
一部を助成します

子宮頸がん予防ワクチン接種

問い合わせ　市健康推進課 母子保健係　☎ 22―0179

　市は、定期接種対象の小学 6年生から高校 1年生までの女子児童・生徒に「子宮頸がん予防ワクチ
ン接種」の定期予防接種を実施しています。対象者には、準備が整い次第、案内します。案内が届く前
に接種を希望する人は、お問い合わせください。

◆費用　定期接種の対象期間中は、無料
　※標準的な対象年齢は、13歳（中学１年生）とされ、接種年齢が高くなるほどワクチンの有効性
　　が低くなるため、早めの接種をお勧めします
　※接種は合わせて 3回で、初回の接種から 3回目の接種まで 6カ月の間隔が必要です

【キャッチアップ接種を実施します】
　平成 9年度から平成 17年度生まれの女性で、国が積極的な勧奨を差し控えていた期間内に、定期
予防接種の機会を逃した人へ、国の方針に従って、キャッチアップ接種（救済接種）を実施します。
　対象者には、６月末までに個別に案内を送付します。案内が届く前に接種を希望する人は、お問
い合わせください。

　おたふくかぜワクチンは、希望者だけが受ける「任意接種」です。接種費用は自己負担となりますが、市は、
令和 4年度内に 1歳になる子どもを対象に接種費用の半額を助成します。
　【助成対象】　　接種を受ける当日に 1歳の子ども（令和 4年度内に 1歳になる子ども）
　　　　　　　　※おたふくかぜワクチンの標準接種対象年齢は 1歳であることから、1歳の子どもに助成
　　　　　　　　　します
　【接種費用】　　4,000 円（助成後の自己負担額）
　【助成回数】　　1回
　【助成期限】　　令和 5年 3月 31日
　【接種可能医療機関】

　【予約方法】
　・事前に医療機関に問い合わせの上、予約をお願いします

小笠原内科クリニック （☎ 25―2580） 小泉医院 （☎ 23―5157）

県立釜石病院 （☎ 25―2011） 庄子医院 （☎ 22―3677）

釜石ファミリークリニック （☎ 31―1616） 平野内科医院 （☎ 22―1273）

神林医院 （☎ 23―6635） 堀耳鼻咽喉科眼科医院 （☎ 22―1005）

国立釜石病院 （☎ 23―7111） 釜石しょうけいクリニック （☎ 27―8571）

保健案内板

問い合わせ　市健康推進課　母子保健係　☎ 22―0179　　

【問い合わせ】 市健康推進課　☎22 ー 0179

乳幼児健康診査
内　容 日　時 医療機関 対象者 個別通知

個
別
健
診

1 カ月児健康診査 5 月中
県内小児科

令和 4 年 4 月生
なし3 ～ 4 カ月児健康診査

5 月～ 6 月中
令和 4 年 2 月生

9 ～ 10 カ月児健康診査 令和 3 年 8 月生
1 歳 6 カ月児健康診査

5 月中 医療機関は対象者に個別に
通知します

令和 2 年10月生
あり

3 歳児健康診査 平成30年10月生
健診（BCG 予防接種）内容 日　時 会場 対象者 個別通知
集
団
健
診

6 カ月児健診・BCG 予防接種 5 月25日㈬  受付 13：00 ～ 13：15
市保健福祉センター

9 階

令和 3 年11月生
あり2 歳児いい歯健康診査 5 月12日㈭  受付  8：45 ～  9：30 令和 元 年10月生

4 歳 6カ月児発達検査 5 月19日㈭  受付  9：00 ～  9：30 平成29年10月生
母子健康手帳の交付・各種教室・集団予防接種

内　容 日　時 会　場 対象者 申込期限

母子健康手帳の交付 毎週金曜日 ①13：15 ～ ②14：00 ～
③14：45 ～ 市健康推進課 妊娠届出書を取得した妊婦 前日までに

要予約
パパママ準備教室

（※ 1）
5 月21日㈯
9：30 ～12：00（受付 9：20 ～ 9：30） 市保健福祉

センター 9 階

妊娠 6 ～ 7 カ月
妊婦および配偶者 5 月18日㈬

ベビーマッサージ
（※ 2）

5 月21日㈯
10：00 ～ 11：30（受付 9：50 ～ 10：00） おおむね 4 ～ 12カ月児

もぐもぐごっくん教室
【初期】（※ 2）

5 月11日㈬
10：15 ～ 11：30（受付 10：00 ～ 10：15） 青葉ビル

研修室 1・2

おおむね 5 ～ 6 カ月児 5 月 9 日㈪

かみかみごっくん教室
【中・後期】（※ 2）

5 月18日㈬
10：15 ～ 11：30（受付 10：00 ～ 10：15） おおむね 7 カ月～12カ月児 5 月16日㈪

持ち物　※ 1 母子健康手帳、母子健康手帳副読本、バスタオル　　※ 2 母子健康手帳、バスタオル
妊産婦アクセス支援助成金申請受付

日　時 会　場 持ち物
毎週金曜日　15 時～ 16 時 市健康推進課 母子健康手帳、通帳、領収書（宿泊費、タクシー料金）

市開設相談
内　容 日　時 会　場 対象者 申込期限

栄養相談 5 月 19日㈭
① 14：00 ～ 14：50
② 15：00 ～ 15：50
③ 16：00 ～ 16：50

市保健福祉センター
8 階

市内に住所がある
20 歳以上の人 5 月16日㈪

釜石保健所開設相談
内　容 実施日 実施時刻

精神保健相談（こころの相談） 5 月 12 日㈭ 13：30 ～ 16：00　※予約制
エイズ相談・検査

5 月 19 日㈭ 11：00 ～ 12：00　※予約制性感染症検査（性器クラミジア検査・梅毒検査）
肝炎ウイルス検査（B・C 型）
HTLV － 1 相談・抗体検査
骨髄バンク登録 14：30 ～ 15：00　※予約制
� 【問い合わせ】釜石保健所 　☎ 25ー 2710
※新型コロナウイルスの感染状況により、日程を変更する場合があります　
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ワークショップ「フェルトン星人を作ろう！」

申し込み・問い合わせ
釜石市民ホール TETTO　22―2266

　フェルトを使って遊んでみよ
う！色とりどりのフェルトの型
から好きなものを選び、リボン
やボンボンを使ってオリジナル
のフェルトン星人を作ります。
完成したフェルトン星人はバッ
グにつけてお渡しします。
日　時　5 月 4日（水・祝）
　　　　10時～11時30分、
　　　　13時30分～15時
講　師　青木春菜さん
　　　  （東京藝術大学大学院美術研究科　修士課程修了）
定　員　各回 25人
参加料　500 円
場　所　釜石市民ホール TETTOギャラリー

　中学生以下のお子さんは、５月５日
（こどもの日）の入館料が無料です。ま
た、学研『鉄のひみつ』をプレゼント
します（先着 50人）。
※５月３日（火・祝）は特別開館
問い合わせ
鉄の歴史館　☎ 24―2211

　中学生以下のお子さんは、５月５日
（こどもの日）の入館料が無料です。ま
た、釜石鉱山産の鉱石をプレゼントし
ます。
※５月３日（火・祝）４日（水・祝）は特別開館
問い合わせ
旧釜石鉱山事務所　☎ 55―5521

『鉄の歴史館 こどもの日企画』

『旧釜石鉱山事務所 こどもの日企画』

問い合わせ　釜石観光総合案内所　☎ 22―5835

１日 200杯限定
（各日 11時と 13時に
100杯ずつ）

５月３日～５日の朝８時～
のっけ丼：各店舗でご飯と
好みの食材を買って、オリ
ジナルの丼を作ろう！
海鮮焼きコーナー：魚介類
を購入してその場で三陸の
幸を満喫！
（焼き器の貸し出し：500円）

・�ホタテ焼きや十割糀みそのケーキ、
焼き鳥、焼きそばなどの販売

・�タルトタタンや地元の特産品を使用
したジェラート、お好み焼きなどの
キッチンカーが集結！

※詳細は、（一社）釜石観光物産協会ホームページをご覧ください
※新型コロナウイルスの感染状況により、内容を変更する場合があります

かまいし春まつり を開催します

日時　５月４日 13時～14時
場所　JR釜石駅 1番線ホーム
内容　SL銀河旅客車の公開
SL銀河の車掌制服を着用した社員との写真撮
影、オリジナルのフォトフレームでの写真撮影、
ちょっぴりプレゼントを配付

日時 場所５月４日（水・祝）、５日（木・祝） 10時～15時 鈴子町駅前広場周辺

◆ ホタテの稚貝汁お振る舞い

◆ 特産品販売

◆ サン・フィッシュ釜石

○ SL 銀河公開デー

◆ 5 月 4日（水・祝）、5日（木・祝）
　10時～15時までステージイベントを実施
◆ 5 月 4日（水・祝）、5日（木・祝）
　 春まつりのチラシ持参で釜石大観音の有料駐車場が無料
◆ 4 月 29日（金・祝）～5月 8日（日）
　 観光総合案内所～橋野鉄鉱山直通シャトルバスの運行
　 要予約（有料）　予約先：岩手旅行社  ☎ 31―1300
◆ 4 月 28日（木）～5月 8日（日）
　 シープラザ釜石でSL銀河を応援する写真展を開催
◆ 5 月 3日（火・祝）～5月 5日（木・祝）
　 釜石観光ガイド会による「街なかガイド」 
　 を実施（１人 1時間 300円）

その他 イベントや特典が盛りだくさん
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